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(57)【要約】
【課題】グレアがない照明装置を提供すること。
【解決手段】 実施例による照明装置は反射面を含む反
射体、及び前記反射体下に配置されて前記反射体に向け
て光を発光する光源部を含み、前記光源部は前記反射体
の長さ方向に沿って設置され、前記反射面に向けて傾斜
する第１外側面及び第２外側面を含む本体と、前記第１
外側面に設置された複数の第１発光素子と、前記第２外
側面に設置された複数の第２発光素子と、を含み、前記
複数の第１及び第２発光素子は前記反射体に向けて光を
放出する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　反射面を含む反射体、及び
　前記反射体下に配置され前記反射体に向けて光を発光する光源部と、を含み、
　前記光源部は、
　　前記反射体の長さ方向に沿って設置され、前記反射面に向けて傾斜する第１外側面及
び第２外側面を含む本体と、
　　前記第１外側面に設置された複数の第１発光素子と、
　　前記第２外側面に設置された複数の第２発光素子と、を含み、
　前記複数の第１及び第２発光素子は前記反射体に向けて光を放出する、
照明装置。
【請求項２】
　前記第１外側面及び前記第２外側面のそれぞれには第１発光溝及び第２発光溝が形成さ
れ、
　前記複数の第１発光素子は前記第１発光溝に設置され、前記複数の第２発光素子は前記
第２発光溝に設置された、請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記本体は実質的に三角形状の断面を含む、請求項１に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記光源部の本体の下面には凹凸が形成され、
　前記本体の下面は前記第１外側面と前記第２外側面を連結する、請求項１に記載の照明
装置。
【請求項５】
　前記第１及び第２発光溝は前記本体の長さ方向に沿って延長されるように形成された、
請求項２に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記第１及び第２発光溝は前記本体の前記第１外側面及び前記第２外側面に離隔して配
置された複数個の溝を含む、請求項２に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記第１及び第２発光溝にレンズが配置されるか、樹脂部材が充填された、請求項２に
記載の照明装置。
【請求項８】
　前記反射体は二つの放物線形態の反射面を含み、前記二つの放物線形態の反射面は互い
に繋がって境界部を形成し、
　前記光源部の本体は前記境界部に対応する位置に設置された、請求項１に記載の照明装
置。
【請求項９】
　前記反射体はハウジングの形状を有し、前記二つの放物線形態の反射面の両端に内側面
を有する、請求項８に記載の照明装置。
【請求項１０】
　前記反射体の上側面は箱状をなす、請求項９に記載の照明装置。
【請求項１１】
　前記反射体の上側面は前記二つの放物線形態の反射面と結合された、請求項９に記載の
照明装置。
【請求項１２】
　前記光源部の両端には第１連結端子及び第２連結端子が形成され、
　前記反射体の内側面には前記第１連結端子及び第２連結端子とそれぞれ結合されて前記
光源部を支持、固定し、前記光源部に電源を供給する第１ソケット部及び第２ソケット部
が形成された、請求項９に記載の照明装置。
【請求項１３】
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　前記第１ソケット部と前記第１連結端子が結合して第１結合部をなし、前記第２ソケッ
ト部と前記第２連結端子が結合して第２結合部をなし、前記第１結合部及び前記第２結合
部のうち少なくともいずれか一つは駆動信号を入力されて前記光源部を制御して駆動する
制御部を含む、請求項１２に記載の照明装置。
【請求項１４】
　前記第１連結端子は前記第２連結端子と互いに異なる形状を有し、前記第１ソケット部
は前記第２ソケット部と互いに異なる形状を有する、請求項１２に記載の照明装置。
【請求項１５】
　前記第１連結端子は前記第２連結端子と互いに同じ形状を有し、前記第１ソケット部は
前記第２ソケット部と互いに同じ形状を有する、請求項１２に記載の照明装置。
【請求項１６】
　前記反射体及び前記光源部を支持する支持部を含む、請求項１に記載の照明装置。
【請求項１７】
　前記支持部は前記反射体上の外部支持部材から延長され、一端は前記外部支持部材の外
部電源から電源を提供され、他端は前記反射体を貫通して前記光源部の上面に電気的に連
結される、請求項１６に記載の照明装置。
【請求項１８】
　前記支持部は前記光源部下の外部支持部材から延長され、一端は前記外部支持部材の外
部電源から電源を提供され、他端は前記光源部を貫通して前記反射体の反射面に連結され
る、請求項１６に記載の照明装置。
【請求項１９】
　前記支持部は第１支持部と第２支持部を含み、
　前記第１支持部は前記光源部の下面と結合される結合部と、前記光源部下の外部支持部
材から延長されて前記光源部に電源を提供する棒部と、を含み、
　前記第２支持部は前記光源部の上面から延長されて前記反射体を支持する、請求項１６
に記載の照明装置。
【請求項２０】
　前記光源部の本体の下面には凹凸が形成され、
前記第１支持部の結合部は前記凹凸に対応するように形成されて前記光源部の下面と結合
される、請求項１９に記載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　発光ダイオード（ＬＥＤ）は電気エネルギーを光に変換する半導体素子の一種である。
発光ダイオードは蛍光灯、白熱電球などの従来の光源に比べて低消費電力、半永久的な寿
命、迅速な応答速度、安全性、高い環境親和性の長所を有する。そのため従来の光源を発
光ダイオードで代替するために多くの研究が行われており、発光ダイオードは屋内外で使
用される各種のランプ、液晶表示装置、電光掲示板、街灯などの照明装置の光源としての
使用が増加傾向にある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明はグレアがない照明装置を提供する。
【０００４】
　本発明は光源により発生した熱を効果的に放出する照明装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
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　実施例による照明装置は、反射面を含む反射体、及び前記反射体下に配置されて前記反
射体に向けて光を発光する光源部を含み、前記光源部は前記反射体の長さ方向に沿って設
置され、前記反射面に向けて傾斜する第１外側面及び第２外側面を含む本体と、前記第１
外側面に設置された複数の第１発光素子と、前記第２外側面に設置された複数の第２発光
素子と、を含み、前記複数の第１及び第２発光素子は前記反射体に向けて光を放出する。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明はグレアがない照明装置を提供することができる。
【０００７】
　本発明は光源により発生した熱を効果的に放出する照明装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の第１実施例による照明装置の断面図である。
【図２】図１の照明装置の斜視図である。
【図３】図１の照明装置の光源部の断面図である。
【図４】図１の照明装置の光源部とソケット部の分離状態を説明する図である。
【図５】図１の照明装置の光源部とソケット部の結合状態を説明する図である。
【図６】図１の照明装置の第１、第２連結端子及び第１、第２ソケット部の結合原理を説
明する図である。
【図７】図１の照明装置の第１、第２連結端子及び第１、第２ソケット部の結合原理を説
明する図である。
【図８】本発明の第２実施例による照明装置の光源部の斜視図である。
【図９】本発明の第３実施例による照明装置の斜視図である。
【図１０】本発明の第４実施例による照明装置の斜視図である。
【図１１】本発明の第５実施例による照明装置の斜視図である。
【図１２】本発明の第６実施例による照明装置の斜視図である。
【図１３】本発明の第６実施例による照明装置の光源部と第１支持部の結合関係を示す図
である。
【図１４】本発明の第７実施例による照明装置の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明の説明において、各層、領域、又は構造物が、基板、各層、領域、又は構造物の
「上（ｏｎ）」に、又は「下（ｕｎｄｅｒ）」に形成されると記載される場合に、「上」
と「下」は「直接的に（ｄｉｒｅｃｔｌｙ）」と「間接的に（ｉｎｄｉｒｅｃｔｌｙ）」
のいずれの意味をも含む。また、各層の上又は下についての基準は図面に基づいて説明す
る。
【００１０】
　以下、添付図面に基づき、本発明の実施例による照明装置について説明する。
＜第１実施例＞
　図１は第１実施例による照明装置１００の断面図であり、図２は第１実施例による照明
装置１００の斜視図である。図３は第１実施例による照明装置１００の光源部３０の断面
図であり、図４及び図５は前記光源部３０とソケット部４１、４２の分離及び結合状態を
それぞれ説明する図である。
【００１１】
　図１及び図２に示すように、前記照明装置１００はハウジング１０、反射体２０及び光
源部３０を含む。
【００１２】
　前記ハウジング１０は前記反射体２０を収容可能に箱（ｂｏｘ）の形態をなしてもよい
。前記ハウジング１０は前記反射体２０において光を反射する反射面２１が露出され、光
が出射される開口部１１を有する。ただし、前記ハウジング１０の形態はこれに限定され
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ない。
【００１３】
　前記反射体２０は前記ハウジング１０内に設置され得る。前記反射体２０は二つの放物
線を持つパラボラ（ｐａｒａｂｏｌａ）形態の反射面２１を有し得る。すなわち、前記反
射面２１は二つの放物線形態の反射面２１ａ、２１ｂを含む。ただし、前記反射体２０の
反射面２１の形態は前記照明装置１００の設計に応じて様々な変更が可能である。
【００１４】
　前記二つの放物線形態の反射面２１ａ、２１ｂは互いに合わさって境界部２２を形成し
、前記境界部２２は前記照明装置１００の長さ方向に沿って形成され、前記光源部３０と
垂直方向にオーバーラップされる。
【００１５】
　前記反射体２０の材質及び色相は前記照明装置１００が具現しようとする照明に応じて
変更が可能である。例えば、前記反射体２０は反射効率の高い白色の材質で形成されても
、表面に銀（Ａｇ）又はアルミニウム（Ａｌ）などでコーティングされてもよい。
【００１６】
　図１乃至図５に示すように、前記光源部３０は前記開口部１１の中央から前記反射体２
０の長さ方向に沿って形成され得る。例えば、前記光源部３０は前記ハウジング１０の開
口部１１に前記反射体２０の境界部２２に沿って形成され得る。
【００１７】
　前記光源部３０は前記ハウジング１０の内側面に形成された前記第１ソケット部４１及
び第２ソケット部４２によって支持、固定される。
【００１８】
　前記光源部３０は前記反射体２０の長さ方向に沿って延長され、傾斜した外側面を含む
本体３２、前記外側面に形成された発光溝３３、前記発光溝３３に搭載された発光ダイオ
ード３１、前記本体３２の両終端に形成される第１連結端子３６及び第２連結端子３７を
含む。
【００１９】
　前記本体３２は熱を効果的に放出する材質で形成されることが好ましく、例えば、アル
ミニウム（Ａｌ）、スズ（Ｓｎ）、ニッケル（Ｎｉ）、銀（Ａｇ）、銅（Ｃｕ）、チタニ
ウム（Ｔｉ）、モリブデン（Ｍｏ）、タングステン（Ｗ）、金（Ａｕ）、白金（Ｐｔ）な
どの金属で形成され得る。又は、前記本体３２は各種樹脂材質で形成され得るが、本発明
はこれに限定されない。
【００２０】
　また、前記本体３２は反射効率の高い白色の材質で形成されても、前記本体３２の表面
が銀（Ａｇ）又はアルミニウム（Ａｌ）でコーティングされてもよい。
【００２１】
　前記本体３２は多角形状の断面を有してもよく、前記反射体２０の長さ方向に沿って延
長される。図１乃至図５では前記本体３２が扇形の断面を有するように図示しているが、
本発明はこれに限定されない。
【００２２】
　図１及び図３に示すように、例えば、前記本体３２の両側面は前記反射体２０の反射面
２１に向かうように傾斜した前記第１外側面３８と第２外側面３９をなし得る。
【００２３】
　すなわち、前記本体３２の両側面は前記第１外側面３８と第２外側面３９を有し、前記
第１外側面３８と第２外側面３９は前記反射面２１の二つの放物線形態の反射面２１ａ、
２１ｂとそれぞれ対向することができる。
【００２４】
　一方、前記本体３２の両側面には傾斜をなす外側面がさらに形成されてもよく、前記第
１、２外側面３８、３９が形成される場合に限定されない。
【００２５】
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　図４及び図５に示すように、前記本体３２の両側面、すなわち、前記第１外側面３８と
第２外側面３９には前記反射体２０の長さ方向に沿って延長されるように前記発光溝３３
が形成され得る。
【００２６】
　前記発光溝３３の深さと幅は、前記発光溝３３に搭載される発光ダイオード３１の配光
分布に応じて様々に調節が可能である。この時、前記発光溝３３の深さと幅は、前記発光
溝３３に搭載される発光ダイオード３１から放出される光が直接前記開口部１１を介して
外部に放出されず、前記反射体２１によって反射された後、前記開口部１１を介して外部
に放出され得るように調節できる。
【００２７】
　前記発光溝３３内には前記発光ダイオード３１が搭載される。前記発光溝３３内には複
数個の前記発光ダイオード３１がアレイ形態で搭載されることができるが、前記発光ダイ
オード３１の配置と数は限定されない。
【００２８】
　前記発光ダイオード３１は赤色、青色、緑色又は白色を発光する発光ダイオードを選択
的に使用することができ、その他にも様々な色の光を発光する発光ダイオードを使用する
ことができる。
【００２９】
　前記発光ダイオード３１から放出された光は前記反射体２０の反射面２１、すなわち前
記二つの放物線形態の反射面２１ａ、２１ｂに向けて発光される。これにより、前記発光
ダイオード３１から放出された光は使用者に直接提供されず、前記反射体２０によって反
射されてから使用者に提供され得る。これにより、使用者にグレア（ｇｌａｒｅ）が減少
した穏やかな光を提供できる。
【００３０】
　前記発光溝３３内には基板（図示せず）が配置され、前記基板（図示せず）に前記発光
ダイオード３１が搭載されることで、前記発光ダイオード３１が電気的に連結され得る。
又は前記発光溝３３内には複数個の電極（図示せず）を配置してもよく、前記発光ダイオ
ード３１は前記複数個の電極（図示せず）によって電気的に連結され得る。
【００３１】
　前記発光溝３３にはレンズ（図示せず）が配置されて前記発光ダイオード３１から放出
される光の配光分布を適切に調節できるようにしてもよい。又は前記発光溝３３は樹脂部
材（図示せず）で充填されてもよく、前記樹脂部材（図示せず）によって光の配光分布を
調節することもできる。前記レンズ（図示せず）又は樹脂部材（図示せず）には蛍光体を
添加してもよい。
【００３２】
　前記光源部３０の本体３２の下面には凹凸３４が形成されてもよく、前記凹凸３４は前
記光源部３０の表面積を大きくすることで熱を効果的に放出できる。前記凹凸３４は前記
光源部３０の長さ方向に沿って延長されるように形成され得る。
【００３３】
　図４及び図５に示すように、前記光源部３０の本体３２の両終端には前記第１連結端子
３６及び第２連結端子３７が形成され得る。前記第１連結端子３６及び第２連結端子３７
は前記ハウジング１０の内側面に形成された前記第１ソケット部４１及び第２ソケット部
４２にそれぞれ対応するように形成され得る。
【００３４】
　前記第１連結端子３６及び第２連結端子３７は前記第１ソケット部４１及び第２ソケッ
ト部４２と結合され、これにより前記第１ソケット部４１及び第２ソケット部４２は前記
光源部３０を支持、固定する。
【００３５】
　前記第１連結端子３６及び第２連結端子３７は前記第１ソケット部４１及び第２ソケッ
ト部４２からそれぞれ電源を供給され、前記発光ダイオード３１が光を発光するようにす
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る。
【００３６】
　前記第１ソケット部４１は前記第１連結端子３６と結合して第１結合部を形成し、前記
第２ソケット部４２は前記第２連結端子３７と結合して第２結合部を形成する。
【００３７】
　前記第１結合部と第２結合部のうち少なくともいずれか一つは、駆動信号を入力されて
前記光源部３０を制御して駆動する制御部を含むことができる。
【００３８】
　前記制御部は所望の色の光を放出する前記発光ダイオード３１が選択的に発光するよう
にするか、前記発光ダイオード３１の輝度や色感を調整するなど前記光源部３０に搭載さ
れた複数個の前記発光ダイオード３１を制御して様々な照明を提供できる。
【００３９】
　前記光源部３０は前記第１連結端子３６及び第２連結端子３７によって前記第１ソケッ
ト部４１及び第２ソケット部４２と結合して使用した後、寿命を終えたか故障した場合、
　前記第１連結端子３６及び第２連結端子３７を前記第１ソケット部４１及び第２ソケッ
ト部４２から分離して簡単に交換することができる。
【００４０】
　図６及び図７は前記第１、第２連結端子３６、３７及び第１、第２ソケット部４１、４
２の結合原理を説明する図である。
【００４１】
　図４乃至図７に示すように、前記第１連結端子３６の形態と第２連結端子３７の形態は
互いに異なってもよく、前記第１ソケット部４１の形態と第２ソケット部４２の形態も互
いに異なってよい。これにより、使用者が前記光源部３０を前記第１ソケット部４１及び
第２ソケット部４２と結合する際に、両者を混同することなく正確に結合することができ
る。
【００４２】
　例えば、前記第１連結端子３６はブロック部３６ａと前記ブロック部３６ａの下側に突
出した突出部３６ｂを含むことができ、前記ブロック部３６ａと前記突出部３６ｂは一体
として形成され得る。
【００４３】
　前記第１ソケット部４１は前記第１連結端子３６と対応する形態で形成されることがで
き、前記突出部３６ｂは前記第１ソケット部４１に形成された挿入部に挿入され得る。
【００４４】
　この時、図６の（ａ）を参照すると、前記挿入部には貫通孔４１ａが形成され前記突出
部３６は前記貫通孔４１ａを貫通するように挿入され得る。又は、図６の（ｂ）を参照す
ると、前記挿入部には挿入溝４１ｂが形成され前記突出部３６は前記挿入溝４１ｂ内に挿
入されて配置されるように形成され得る。
【００４５】
　一方、図７に示すように、前記第２連結端子３７はブロック部３７ａのみを含むことが
できる。前記第２ソケット部４２は前記第２連結端子３７と対応する形態で形成されるこ
とができ、前記第２連結端子３７は前記第２ソケット部４２に挿入されて結合され得る。
【００４６】
　一方、前記第１、２連結端子３６、３７及び前記第１、２ソケット部４１、４２の形態
は図示したものに限定されず、様々な形態を有し得る。
【００４７】
　例えば、前記第１、２連結端子３６、３７のブロック部３６ａ、３７ａの断面は、円形
、楕円形などの形態を有しても、三角形、五角形などの多角形状を有してもよい。また、
前記突出部３６ｂの形態は四角形、三角形、円形、楕円形などの形態を有し得るが、本発
明はこれに限定されない。
【００４８】
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　また、前記第１、２連結端子３６、３７は互いに同じ形態で形成されることができ、前
記第１、２連結端子３６、３７のいずれにも突出部が形成されても、または形成されなく
てもよい。
【００４９】
　また、前記第１、２連結端子３６、３７はそれぞれ少なくとも二つのピン（ｐｉｎ）を
含むように形成されることもでき、前記第１、２ソケット部４１、４２は前記少なくとも
二つのピンが挿入され得る挿入口を持つように形成され、前記第１、２連結端子３６、３
７と前記第１、２ソケット部４１、４２が互いに連結されることもできるが、本発明はこ
れに限定されない。
＜第２実施例＞
　以下、第２実施例による照明装置を構成要素を中心に詳細に説明する。第２実施例のを
説明において、前記第１実施例と同じ部分については第１実施例を参照し、重複する説明
は省略する。
【００５０】
　図８は第２実施例による照明装置の光源部１３０の斜視図である。
【００５１】
　図８に示すように、第２実施例による照明装置の光源部１３０は反射体の長さ方向に沿
って延長され、第１外側面及び第２外側面を有する本体１３２、前記第１外側面及び第２
外側面に形成された発光溝１３３、前記発光溝１３３に搭載された発光ダイオード１３１
、前記本体１３２の両終端に形成される第１連結端子１３６及び第２連結端子１３７を含
む。
【００５２】
　前記発光溝１３３は前記本体１３２の両側面の前記発光ダイオード１３１が搭載される
位置にのみ部分的に形成され得る。すなわち、前記本体１３２には複数の発光溝１３３が
離隔して配置され得る。この時、前記発光溝１３３の上面は上から眺めた時、図示のよう
に円形の形態を有するか、または楕円形、多角形など様々な形態を有し得る。
【００５３】
　前記発光溝１３３には複数の前記発光ダイオード１３１がアレイ形態で搭載され得る。
＜第３実施例＞
　以下、第３実施例による照明装置を構成要素を中心に詳細に説明する。第３実施例の説
明において、前記第１実施例と同じ部分については第１実施例を参照し、重複する説明は
省略する。
【００５４】
　図９は第３実施例による照明装置２００の斜視図である。
【００５５】
　図９に示すように、前記照明装置２００は光源部２３０、反射体２２０及び支持部２１
０を含む。
【００５６】
　前記支持部２１０は棒状を有してもよく、前記反射体２２０と前記光源部２３０を支持
し、前記光源部２３０に電源を伝達する。前記支持部２１０は天井などの前記反射体２２
０上の外部支持部材から延長され、前記外部支持部材に設置された外部電源、例えば、電
源供給装置（Ｐｏｗｅｒ　Ｓｕｐｐｌｙ　Ｕｎｉｔ： ＰＳＵ）から電源を受ける。
【００５７】
　前記支持部２１０の一端は外部電源と連結され、他端は前記反射体２２０を貫通して前
記光源部２３０の上面と連結される。例えば、前記支持部２１０の他端は前記光源部２３
０の上面と接着体などによって接着されるか、螺子などによって締結されて連結され得る
。
【００５８】
　前記支持部２１０内には電流が流れ得るように配線が形成されてもよく、これにより前
記支持部２１０は前記光源部２３０に電源を伝達できる。
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【００５９】
　前記光源部２３０の上面には前記支持部２１０と連結するための連結端子（図示せず）
が形成され得る。前記連結端子（図示せず）を介して前記光源部２３０は前記支持部２１
０から電源を受けることができる。
【００６０】
　前記反射体２２０は前記支持部２１０によって貫通されることができ、前記支持部２１
０によって支持、固定され得る。例えば、前記支持部２１０は前記反射体２２０を貫通し
ながら、前記支持部２１０と接着剤などによって強固に結合され得る。
【００６１】
　又は、前記反射体２２０は別途の支持部材と連結されて支持されてもよいが、本発明は
これに限定されない。
【００６２】
　一方、前記支持部２１０は二つが図示されたが、一つ又は複数個が形成されてもよく、
前記支持部２１０の形態も様々に変更が可能であるが、本発明はこれに限定されない。
＜第４実施例＞
　以下、第４実施例による照明装置について構成要素を中心に詳細に説明する。第４実施
例の説明において、前記第３実施例及び第１実施例と同じ部分については第３実施例及び
第１実施例を参照し、重複する説明は省略する。
【００６３】
　図１０は第４実施例による照明装置２００Ａの斜視図である。
【００６４】
　図１０に示すように、前記照明装置２００Ａは光源部２３０、反射体２２０及び支持部
２１０を含む。
【００６５】
　前記反射体２２０は開口部を有するハウジングの形状であってもよく、前記反射体２２
０の内側面２２２には前記光源部２３０に電源を伝達し、前記光源部２３０を支持するソ
ケット部２４１が形成され得る。
【００６６】
　前記ソケット部２４１と前記光源部２３０の連結端子の結合関係及びその作用について
は第１実施例で説明したものと同じであるため、詳細な説明は省略する。
【００６７】
　前記支持部２１０は棒状を有してもよく、前記反射体２２０と前記光源部２３０を支持
する。前記支持部２１０は天井などの前記反射体２２０上の外部支持部材から延長される
ことができ、前記外部支持部材に設置された外部電源、例えば、電源供給装置から電源を
受けて前記反射体２２０の前記ソケット部２４１に伝達できる。
【００６８】
　前記支持部２１０の一端は前記外部電源と連結され、他端は前記反射体２２０を貫通し
て前記光源部２３０の上面と連結され得る。例えば、前記支持部２１０の他端は前記光源
部２３０の上面と接着体などによって接着されるか、螺子などによって締結されて連結さ
れ得る。
【００６９】
　前記支持部２１０内には電流が流れ得るように配線が形成されてもよく、これにより前
記支持部２１０は前記反射体２２０の前記ソケット部２４１に電源を伝達できる。
【００７０】
　前記反射体２２０は前記支持部２１０により貫通されることができ、前記支持部２１０
によって支持、固定され得る。例えば、前記支持部２１０は前記反射体２２０を貫通しな
がら、前記反射体２２０と接着剤などによって強固に結合され得る。
【００７１】
　又は、前記反射体２２０は別途の支持部材と連結されて支持されてもよいが、本発明は
これに限定されない。
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【００７２】
　一方、前記支持部２１０は二つが図示されたが、一つ又は複数個が形成されてもよく、
前記支持部２１０の形態も様々に変更が可能であるが、本発明はこれに限定されない。
＜第５実施例＞
　以下、第５実施例による照明装置について構成要素を中心に詳細に説明する。第５実施
例の説明において、前記第１実施例と同じ部分については第１実施例を参照し、重複する
説明は省略する。
【００７３】
　図１１は第５実施例による照明装置３００の斜視図である。
【００７４】
　図１１に示すように、前記照明装置３００は光源部３３０、反射体３２０及び支持部３
１０を含む。
【００７５】
　前記支持部３１０は棒状を有することができ、前記反射体３２０及び前記光源部３３０
と結合されてこれらを支持し、前記光源部３３０に電源を伝達する。前記支持部３１０は
床面などの前記光源部３３０下の外部支持部材から延長され、前記外部支持部材に設置さ
れた外部電源、例えば、電源供給装置から電源を受ける。
【００７６】
　前記支持部３１０の一端は外部電源と連結され、他端は前記反射体３２０の反射面のう
ち一部と連結される。この時、前記支持部３１０の他端は前記反射体３２０と接着体等に
より接着されるか、螺子などによって締結されて連結されることができ、前記支持部３１
０は前記光源部３３０を貫通して前記反射体３２０と連結され得る。
【００７７】
　前記支持部３１０は前記光源部３３０を貫通しながら、前記光源部３３０と強固に結合
、連結されることができ、前記支持部３１０内に電流が流れ得るように形成された配線に
よって前記光源部３３０に電源を供給できる。
【００７８】
　一方、前記支持部３１０は二つが図示されたが、一つ又は複数個が形成されてもよく、
前記支持部３１０の形態も様々に変更が可能であるが、本発明はこれに限定されない。
＜第６実施例＞
　以下、第６実施例による照明装置について構成要素を中心に詳細に説明する。第６実施
例の説明において、前記第５実施例及び第１実施例と同じ部分については第５実施例及び
第１実施例を参照し、重複する説明は省略する。
【００７９】
　図１２は第６実施例による照明装置３００Ａの斜視図である。
【００８０】
　図１２に示すように、前記照明装置３００Ａは光源部３３０、反射体３２０及び支持部
を含む。
【００８１】
　前記支持部は第１支持部３１０と第２支持部３１５を含むことができる。
【００８２】
　前記第１支持部３１０は前記光源部の下面と結合される結合部３１２と、前記光源部下
の外部支持部材から延長されて前記光源部に電源を提供する棒部３１１と、を含む。
【００８３】
　前記第２支持部３１５は前記光源部の上面から延長されて前記反射体を支持する。
【００８４】
　図１３は前記光源部３３０と前記第１支持部３１０の結合関係を示す図である。
【００８５】
　図１２及び図１３に示すように、前記第１支持部３１０の前記棒部３１１は棒状を有し
、前記結合部３１２は前記光源部３３０の本体の下面の凹凸と対応する形状を有するので
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前記光源部３３０と強固に結合され得るが、本発明はこれに限定されない。
【００８６】
　前記第１支持部３１０の結合部３１２は前記光源部３３０に電源を伝達できる。
【００８７】
　前記第１支持部３１０の棒部３１１は床面などの前記光源部３３０下の外部支持部材か
ら延長され、前記外部支持部材に設置された外部電源、例えば、電源供給装置から電源を
受けて前記光源部３３０に伝達できる。この時、前記第１支持部３１０内に電流が流れ得
るように形成された配線によって前記光源部３３０に電源を伝達できる。
【００８８】
　前記第２支持部３１５は前記光源部３３０の上面から延長され前記反射体３２０を支持
、固定できる。
【００８９】
　一方、前記支持部は二つが図示されたが、一つ又は複数個が形成されてもよく、前記支
持部の形態も様々に変更が可能であるが、本発明はこれに限定されない。
＜第７実施例＞
　以下、第７実施例による照明装置について構成要素を中心に詳細に説明する。第７実施
例の説明において、前記第５実施例及び第１実施例と同じ部分については第５実施例及び
第１実施例を参照し、重複する説明は省略する。
【００９０】
　図１４は第７実施例による照明装置３００Ｂの斜視図である。
【００９１】
　図１４に示すように、前記照明装置３００Ｂは光源部３３０、反射体３２０及び支持部
を含む。
【００９２】
　前記支持部は第１支持部３１０と第２支持部３１５を含むことができる。
【００９３】
　前記第１支持部３１０は前記光源部の下面と結合される結合部３１２と、前記光源部下
の外部支持部材から延長されて前記光源部に電源を提供する棒部３１１と、を含む。
【００９４】
　前記第２支持部３１５は前記光源部の上面から延長されて前記反射体を支持する。
【００９５】
　前記反射体３２０は開口部を有するハウジングの形状を有してもよく、前記反射体３２
０の内側面３２２には前記光源部３３０に電源を伝達し、前記光源部３３０を支持するソ
ケット部３４１が形成され得る。
【００９６】
　前記ソケット部３４１と前記光源部３３０の連結端子の結合関係及びその作用について
は第１実施例で説明したものと同じであるため、詳細な説明は省略する。
【００９７】
　図１３及び図１４に示すように、前記第１支持部３１０は棒状を有する棒部３１１及び
前記光源部３３０の下面の凹凸と対応する形状を有し前記光源部３３０と結合される結合
部３１２を含むことができる。
【００９８】
　前記第１支持部３１０の結合部３１２は前記光源部３３０を支持、固定し、前記光源部
３３０に電源を伝達できる。
【００９９】
　前記第１支持部３１０の棒部３１１は床面などの前記光源部３３０下の外部支持部材か
ら延長され、前記外部支持部材に設置された外部電源、例えば、電源供給装置から電源を
受けて前記光源部３３０に伝達できる。この時、前記第１支持部３１０内に電流が流れ得
るように形成された配線によって前記光源部３３０に電源を伝達できる。
【０１００】
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　前記第２支持部３１５は前記光源部３３０の上面から延長されて前記反射体３２０を支
持、固定できる。
【０１０１】
　一方、前記支持部は二つが図示されたが、一つ又は複数個が形成されてもよく、前記支
持部の形態も様々に変更が可能であるが、本発明はこれに限定されない。

【図１】
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【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】
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【図７】
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【図８】
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【図１０】
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【図１１】

【図１２】
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【図１３】

【図１４】
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